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Ａ 

 今後このようなことが無いようにします。（総務部） 

 

掛合町松笠地区［観光に対する雲南市のＰＲについて］ 

Ｑ208 

近隣自治体の観光パンフレットは優秀あるいは特徴あるものができている。 

 掛合町には滝100選、龍頭が滝は名馬池月の伝説のあるところ。そういう宣伝をきちんとやって

いただきたい。 

Ａ 

 特徴のあるパンフレットというものは、人それぞれによって異なると思いますが、他町は立派な

ものを作っておられます｡雲南市も 6つ（の町村）が一緒になってから新たなパンフレットを作成
しています。 
雲南市が作成をしたものや、映画「うん、何？」においては、観光と言われるものをすべて取り

込んだことになっており、ロケ地マップも作っています。 
また、観光というものは、市だけで完結をするものではなく、県全体で交流を図っていくべきも

のなので、県観光連盟作成のパンフレットもあります 
鉄の道の関係など逐次作っています。特徴あるものかどうかということはなんとも言えませんが、

パンフレットをつくることよりも、私たちはあらゆる機会に雲南をPRしてくことが重要と考えてい
ます。 
様々な機会で情報発信という意味でパンフレットを配るように心がけており、できるだけ短期で

新たに更新をしていく仕掛けとしています。 
映画「うん、何？」のロケ地を回りたいという観光客がおられるので、7 月から観光推進員を配
置し、観光の入り込み客増加の仕掛け作りをしていこうと考えています。（産業振興部） 

 

掛合町波多地区［ふれあいの里の閉園について］ 

Ｑ209 

 ふれあいの里の閉園について先般説明会があった。使い方によっては地域が活性化する可能性が

あると思うが、地域住民だけではなかなかいい案が出にくい。 

市内・市外から提案と同時に経営してもらえる意思のある人を募集してみたらと考えるがどう

か。 

Ａ 

あくまでも県営施設であり、指定管理に出されている施設です。平成１７年度～平成２１年度ま

での５年間の契約が来年３月で切れます。ここ数年６、７千人であり役割が終わったと判断されま

した。６月２４日島根県から説明があったとおり、休園はするが管理はしていきます。全国公募も

ウェルカム（歓迎）です。 
彩りプロジェクトの中でも検討いただきたい。市としても県と地元の皆さんとのきちんとした橋

渡しをしていきたいと考えています。（産業振興部） 

 

 

１２．［雇用・労働］ 

 

木次町新市地区［フレッシュフーズ山陰について］ 

Ｑ210 

 市の誘致企業について、加茂町のフレッシュフーズ山陰は市からどの程度財政の助成があったの
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か伺う。また県からは７千万円の助成が出ており、公的な支援がありながら倒産したことは、計画

的なことではないかと案じているが、その点について説明願う。 

Ａ 

フレッシュフーズ山陰は市の産業振興条例に基づき助成し、要件は企業立地助成であり固定資産

税相当額を交付しました。誘致段階で市の執行部で協議した中では、雇用増を見込み雇用を促進す

る観点から誘致を進めました。 
昨年１０月より休止状態となっておりますが、なかなか経営が思うように行かず、やむを得ない

状況であり、ご指摘のような計画的なこととは受け取っておりません。（産業振興部） 

 

 

１３．［資源・エネルギー］ 

 

１４．［地域情報化］ 

 

大東町塩田地区［携帯電話不感地域解消対策について］ 

Ｑ211 

 現在、（塩田地区には）ａｕがあり、笹谷・箱淵はある程度繋がるが、塩田自治会の半分は不感

地域である。塩田自治会の奥部も繋がるようにしてもらいたい。また、場所は何処に建つのか。 

Ａ 

 今回、塩田に建つのは、ＮＴＴドコモで、ａｕ、ソフトバンクには参入してもらえませんでした。

ＮＴＴドコモが１基の予定です。 

今回は伝送路も行政（市）が整備を行うので、算入してもらえることになりました。位置につい

ては、机上では決まっているようですが、判りません。（政策企画部） 

Ｑ212[関連質疑] 

 塩田の奥に建ててもらいたい。 

Ａ 

 詳細な場所については、未定です。（政策企画部） 

 

木次町日登地区［携帯電話不感地域解消対策について］ 

Ｑ213 

 携帯電話不感地帯対策について、どういう方法で対策をしているのか聞きたい。 

Ａ 

 現在市内１９カ所に不感地帯があり、携帯電話事業の補助金で整備を進めています。不感地域は

山間地の集落が点在する箇所が該当しますが、業者側としてはそういう箇所は経営的に成り立た

ず、市が鉄塔を建てると言っても参入してもらえませんでした。 
今年度より鉄塔を建てることにあわせ、無線機器に光ケーブルを設置する費用を国の補助制度で

行うこととなり、市が鉄塔と光ケーブルを負担することで事業者が（参入を）受け入れてくれまし

た。経済対策により鉄塔を１８基整備する予定です。中谷地区は市で整備を計画していましたが要

望が多すぎて国が対応できず、ＮＴＴドコモに自前でしていただく話が成立しました。宇谷地区に

ついては整備が終了しました。 
（政策企画部） 

 

 

 




